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定
　
　
男
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計
世

ノ
（
中
仙
田
）
南
雲
宗
夫
（
寓
倉
）
腐

橋
源
一
郎
へ
仁
田
）
山
田
仙
ニ
ヘ
見
舞

金
計
二
万
四
千
円
）

　
見
舞
金
合
計
　
四
十
翻
万
四
手
円

町
議
会
報
告

台
風
見
舞
金
支
出
を
議
決

　
　
　
　
九
月
中
に
三
回
目
の
臨
時
会

　
九
月
三
十
日
に
矛
十
二
回
臨
時
議
会
が
招
集
さ
れ
、
去
る
十
六
日
の

矛
二
室
戸
台
風
に
よ
る
被
害
激
甚
者
に
対
す
る
見
舞
金
贈
呈
の
件
ほ
か

五
件
を
議
決
し
た
。
な
お
、
こ
れ
で
九
月
甲
に
三
回
目
の
臨
時
会
が
招

集
さ
れ
た
わ
け
で
、
こ
れ
ら
は
台
風
災
害
対
策
の
急
施
議
会
が
あ
っ
た

と
い
う
特
別
の
事
情
が
あ
っ
た
と
は
い
う
も
の
の
、
一
カ
月
に
三
回
の

議
会
が
招
集
さ
れ
た
こ
と
は
例
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。

対
象
は
住
居

に
限
定

被
害
激
甚
者
五
十
名
に
見
舞
金

　
矛
二
輩
戸
賛
風
め
罹
災
者
に
対
す
る

見
舞
金
に
つ
い
て
は
、
十
九
日
の
急
施

議
会
に
お
い
て
検
討
さ
れ
た
結
果
、
①

見
舞
金
の
対
象
は
直
接
庄
居
の
被
害
の

み
に
限
定
し
、
倉
庫
、
畜
舎
等
は
除
外

す
る
。
②
被
害
の
程
度
に
応
じ
て
A
・

B
・
C
三
段
階
ぐ
ら
い
に
段
階
を
つ
け

る
。
③
対
象
の
決
定
は
役
場
職
員
に
お

い
て
詳
細
に
被
害
状
況
を
調
査
し
て
作

っ
た
資
料
に
基
づ
い
て
行
な
う
。
と
い

う
方
針
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
方
針
に

基
づ
い
て
提
出
さ
れ
た
調
査
資
料
に
よ

っ
て
審
議
し
た
結
果
、
A
級
二
十
人
へ

見
舞
金
各
一
万
五
千
円
）
B
級
十
七
人

へ
五
千
円
）
C
級
八
人
へ
二
千
円
）
は

該
当
者
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。

　
な
お
、
調
査
も
れ
が
あ
る
と
し
て
指

摘
さ
れ
た
面
に
つ
い
て
再
調
査
の
結
果

B
級
一
人
、
C
級
四
人
が
追
加
さ
れ
て

次
の
と
お
り
最
終
的
に
決
定
し
、
十
月

三
日
に
そ
れ
ぞ
れ
見
舞
金
が
届
け
ら
れ

た
。
　
A
級
へ
二
十
人
）
へ
木
落
）
田
口

粂
治
　
和
久
井
守
　
丸
山
米
吉
　
田
口

久
太
郎
　
山
家
誠
ニ
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小
臼
倉
）
江
口

行
保
へ
大
倉
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中
条
銀
平
　
金
子
熊
司

へ
赤
谷
）
高
橋
嘉
明
へ
中
仙
田
）
樋
口

信
次
（
室
島
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川
崎
常
治
へ
田
戸
）
臼

井
由
蔵
へ
越
ケ
沢
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小
川
辰
治
　
川
崎

玉
吉
へ
藤
沢
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茂
野
長
佐
（
小
根
岸
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小
海
量
平
（
高
原
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高
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へ
中
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通
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藤

三
郎
へ
野
口
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司
（
見
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金
計

三
＋
万
円
）

、
B
　
級
へ
十
八
人
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木
落
）
永
井

栄
二
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四
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郎
　
羽
鳥
亀
治
　
山

家
直
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高
橋
国
松
へ
赤
谷

）
登
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朝
治
郎
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谷
川
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（
中
仙

田
）
南
雲
力
蔵
へ
田
戸
）
高
橋
由
太
郎

高
僑
松
蔵
　
高
橋
進
噌
へ
高
會
）
高
橋

栄
蔵
（
新
町
新
田
）
沢
口
泰
正
へ
上
野

）
入
沢
之
夫
　
斎
藤
卯
之
次
郎
へ
中
島

町
）
登
坂
謙
治
（
発
電
所
通
）
数
藤
栄

八
（
見
舞
金
計
九
万
円
）

　
C
級
へ
十
二
人
）
へ
野
口
）
大
久

保
政
治
　
野
沢
愛
治
　
村
越
ハ
ル
（
根
．

深
）
藤
田
セ
キ
ヘ
田
代
）
咀
島
重
吉
へ

大
臼
禽
）
高
橋
富
太
郎
　
桐
生
務
へ
田

戸
）
高
橋
干
代
治
へ
室
島
）
佐
藤
ヒ
サ

一
億
円
を

上
回
る
被
害

　
矛
十
一
回
急
施
町
議
会
は
さ
る
九
月

十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
．
こ
の
日
の
ヤ

マ
は
、
矛
二
室
戸
台
風
に
よ
っ
て
大
き

な
被
害
を
受
け
た
町
の
公
共
施
設
を
早

急
に
復
旧
す
る
こ
と
と
、
罹
災
者
か
ら

一
目
も
早
く
立
ち
上
が
っ
て
も
ら
う
た

め
に
見
舞
金
を
贈
呈
す
る
こ
と
、
の
二

点
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
午
前
十
一
時
三
分
、
和
久
井
議
長
が

開
会
を
宣
し
た
あ
と
、
被
害
後
い
ち
早

く
現
地
を
一
巡
し
た
中
村
町
長
や
田
口

総
務
課
長
ら
か
ら
町
の
被
害
状
況
が
報

告
さ
れ
た
。
こ
の
あ
と
、
全
議
員
が
三
．

台
の
自
動
車
を
か
っ
て
、
最
も
は
げ
し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わ
川解野のまん中砿建設のツチ音が高ら鷲
かにひぴくo鉄筋三階の校舎建設が着々と木
進んでいる。それは、町の未来を告げる鐘　落
の音でもあるかのようだ。　　　　や
　　川西中学校の建築現場で　　　　　　　里
　　　　　　　　　　撮影北村準一　尺

赤
谷
、
赤
岩
小
学
校
、
千
手
南
部
な
ど

の
被
災
地
を
つ
ぶ
さ
に
視
察
、
帰
庁
後

復
旧
対
策
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
①
学
校
施
設
の
被
害
を

復
旧
す
る
た
め
、
こ
れ
に
見
合
う
復
旧

費
を
見
積
も
っ
て
早
急
に
着
手
す
る
こ

と
、
②
罹
災
し
た
家
屋
を
A
・
B
・
C

の
三
段
階
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
見
舞
金

を
お
く
る
こ
と
、
の
二
項
目
を
満
場
一

致
で
決
議
し
、
詳
細
を
当
局
に
醐
任
す

る
こ
と
に
し
て
午
後
五
時
四
十
分
に
散

会
し
た
．

　
こ
の
議
会
が
終
了
し
た
あ
と
、
町
で

は
さ
っ
そ
く
被
害
状
況
を
調
査
し
、
そ

の
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
の
で
、
三
十
日

に
ふ
た
た
び
町
議
会
が
招
集
さ
れ
、
前

記
の
よ
う
に
正
式
な
議
決
を
見
る
に
至

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
今
次
の
台
風
に
よ

り
町
が
受
け
た
被
害
総
額
は
一
億
円
を

う
わ
ま
わ
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。

学
業
と
　
家
業

　
ね
こ
の
手
も
借
り
た
い
と
い
う
、
と

れ
秋
の
忙
し
さ
は
格
別
で
あ
る
。
刈
っ

て
乾
燥
し
、
脱
穀
し
て
俵
に
す
る
・
・

静
か
な
農
村
が
い
き
い
き
と
息
づ
き
、

目
ま
ぐ
る
し
く
動
い
て
い
る
。
赤
い
運

動
帽
の
小
学
生
が
車
を
押
し
、
中
学
生

は
お
と
な
を
ま
ね
て
稲
を
刈
る
．
老
い

も
若
き
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
に
け
ん

め
い
だ
。
こ
の
忙
し
い
に
つ
き
る
農
繁

期
、
つ
い
、
子
ど
も
の
教
育
に
ま
っ
た

　
　
　
　
く
無
関
心
で
過
ご
す
こ
と
は

町づくり

な
い
だ
ろ
う
か
。
ど
ん
な
に

忙
し
い
さ
中
で
も
、
と
き
に

は
、
教
科
書
や
ノ
ー
ト
を
開

い
て
、
学
校
の
話
を
聞
く
ゆ

と
り
は
も
て
な
い
だ
ろ
う
か

　
い
く
ね
ん
か
前
に
な
る
が

長
野
県
の
青
年
と
話
し
合
っ
た
際
、
自

分
の
家
は
、
兄
弟
ふ
た
り
を
学
校
に
出

す
資
力
は
な
い
が
、
ひ
と
り
な
ら
働
け

ば
何
ん
と
か
で
き
た
。
だ
か
ら
、
二
男

は
東
京
へ
勉
強
に
行
っ
て
い
る
．
わ
た

し
は
長
男
で
、
耕
せ
ば
食
べ
ら
れ
る
土

地
を
持
っ
て
い
る
。
だ
が
、
弟
に
土
地

を
分
け
れ
ぱ
共
に
食
べ
ら
れ
な
い
。
そ

こ
で
、
財
産
を
わ
け
た
つ
も
軌
で
自
分

が
け
ん
め
い
に
働
い
て
学
資
を
つ
く
り

遠
か
ら
ず
独
立
す
る
弟
が
、
社
会
へ
出

て
困
ら
な
い
だ
け
の
学
問
を
受
け
さ
せ

る
義
務
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
と
い

っ
て
い
た
の
が
記
憶
に
あ
る
。

　
昔
は
、
百
姓
は
働
き
が
あ
れ
は
い
い

か
ら
学
問
は
い
ら
な
い
な
ど
と
い
う
人

も
い
た
が
、
現
在
は
、
独
立
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
二
、
三
男
の
み
か
、
長
男

さ
え
と
き
に
は
土
地
だ
け
に
す
が
っ
て

い
て
は
生
き
ら
れ
な
い
世
の
中
で
あ
る

　
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
、
町
の
中
学
生

の
進
学
率
を
調
べ
て
み
た
ら
、
過
去
十

年
間
の
平
均
は
、
高
校
に
進
学
す
る
の

は
定
時
制
も
含
め
て
二
十
五
パ
ー
セ
ン
，

ト
程
度
で
し
か
な
い
。
県
内
の
平
均
は

五
十
パ
ー
セ
ン
ト
近
い
数
字
に
な
っ
て

い
る
か
ら
比
較
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
都
会
と
農
村
は
ど
う
し
て
も
学
力
の

差
が
あ
る
と
い
う
．
そ
ん
な
時
、
将
来

は
学
問
も
必
要
な
ん
だ
か
ら
せ
い
い
っ

ぱ
い
学
ば
せ
た
い
と
い
う
親
の
心
意
気

が
、
子
ど
も
を
励
ま
し
、
学
校
で
の
カ

を
伸
す
こ
と
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
も
ち
ろ
ん
、
学
問
は
机
上
の
も
の
だ

け
で
な
く
、
生
活
と
と
も
に
、
働
き
の

な
か
に
こ
そ
真
の
教
育
が
あ
る
か
ら
、

息
つ
く
間
も
な
い
時
期
、
と
も
す
れ
ば

忙
し
さ
に
ま
か
せ
て
じ
ゃ
け
ん
に
な
り

が
ち
な
だ
け
に
、
子
ど
も
の
教
育
に
つ

い
て
、
お
と
な
の
ゆ
と
り
を
持
つ
べ
き

だ
と
思
う
の
で
あ
る
。
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今次18号台風による災害復旧対策（案）
1．公共建物について

蓄　号 被害建物の所在 名　　　称 被害佃所と坪数又は数量 復旧見額 復　旧　工　⊇　　　行　方　法

1 仙　　　田 赤岩小学校
　　　アタ・ン　　160　　　　　　　　アタン

8坪　垂木広小枚腐朽しておリアタン飛散す 謝，030円
　　　担　維　　は地元　、．に　　　墜しm
万以上は3分の2国摩補助あり

2 仙　　　田 中仙田小学校
屋　　屋根アタン　　40　　　　　　。】ヴラス4

物置堕板破損3坪
51，216 以　下　同　上

3 仙　　　田 仙田小学校 　屋根アタン　1　飛散　　瓦50枚損
ガラス50枚

16，000 鐸

4 仙　　　田 白　　　　校 教　アタン葺屋根5坪’き上がる。 〃

5 ガラス　　20 翻

6 上　　　野 上野小学校
ろう下アタン飛散　　　瓦
屋根飛散　　ガラス！0枚破損

3，800 ρ

7 千　　　手 千手小学校 プールのさく4分の1破損　ガラス破損B枚 4，700 躍

8・ 千　　　手 ll晒中学校千手較舎 校　　　　アタン3　　　　ナメコ2枚 3，000 β

9 上　　　野 川西　　学
ヒ野　校　含

　りろっ下アタン　楓飛　　ガラス
朧板　　アタン醜破損 敬000 躍

10 仙　　　田 大　電　分校 根アタン葺20坪飛散 1α460 鐸

11 仙　　　田 霧谷雪中分校 屋根アタン葺櫛坪飛散　垂木も飛散広小枚 117，069 躍

12 仙　　　田 中仙田敦貝住宅 屋根木羽葺ぐし4間　雨戸2枚　ガラス戸2枚蕨損 5，000 β

13 仙　　　田 田戸教員住宅 アタン屋根3坪飛散 3，000 げ

14 触　　　田 赤岩教貝住宅 壁脱落4坪　屋根破損 5，000 ”

15 紬　　　田 白 アタン　　5　　　る。 ，5　、 解

16 橘 宅 麗根アタン3　飛 ＆ 伊

17 千　　　手 中　　公民 羽　　根4 ，
θ

18 仙　　　田 越ケ沢消防庫 アタン　1棟 1， ∬

19 橘 木落消防庫 7，㎝ β

20 橘 橘　診療　所 籍棚撃鵬琴．外2　組 50，000 全額町費負担　推人夫ほ地元

21． 上　　　野 農業センター 襯室杢諮覆鐸響ス、’塑ス1 4，330 同　　　上

22 千　　　手 役場旧庁舎 アタン葺屋根坪飛散 1，500

23、㌧ 仙　　　田 仙田　　学絞
L

コ6，186

合　　　計 658，591
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川
西
中
の
建
築

全
校
の
完
成
は
明
後
年

　
　
　
　
　
　
こ
と
し
は
鉄
筋
校
舎
の
半
分
を

　
川
西
甲
学
校
の
建
築
が
快
調
に
発
足

し
た
。
こ
の
新
校
舎
の
規
模
を
申
し
述

べ
る
な
ら
ぱ
、
鉄
筋
三
階
建
て
、
教
室

は
十
五
（
特
別
教
室
を
ふ
く
む
）
　
校

長
室
、
職
員
室
、
教
材
室
、
放
送
室
の

ほ
か
、
付
属
と
し
て
玄
関
と
生
徒
昇
降

口
が
建
築
さ
れ
る
。
延
坪
数
に
し
て
五

百
九
十
五
坪
で
あ
る
。
基
進
坪
数
が
一

名
当
た
り
｝
、
醐
八
坪
で
若
干
狭
い
こ

と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
鉄
筋
だ
け
の
此

較
で
あ
っ
て
、
今
後
上
野
と
千
手
の
両

校
舎
が
移
築
さ
れ
る
坪
数
を
加
え
れ
は

基
準
坪
数
を
は
る
か
に
越
す
余
裕
た
っ

ぷ
り
の
校
舎
と
な
る
。
校
地
の
南
側
に

鉄
筋
校
舎
、
北
側
に
移
築
さ
れ
る
木
造

校
舎
、
こ
の
両
校
舎
を
結
ぶ
屋
内
体
操

場
の
約
二
百
二
十
坪
が
東
側
に
で
き
る

と
、
川
西
町
学
校
教
育
の
中
心
校
に
ふ

さ
わ
し
い
校
舎
が
出
現
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
全
校
舎
の
建
築
は
三
力

焦
計
画
で
あ
っ
て
、
こ
と
し
は
鉄
筋
校

舎
の
半
分
、
校
長
室
、
職
員
室
、
教
室

七
、
ろ
う
か
、
階
段
、
便
所
な
ど
の
二

百
九
十
一
坪
を
つ
く
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
三
十
七
毎
度
は
、
こ
の
残
り
半

分
に
、
玄
関
、
生
徒
昇
降
ロ
が
そ
れ
ぞ

れ
鉄
筋
と
し
て
建
築
さ
れ
る
。
屋
体
の

建
築
が
や
は
り
三
十
七
佳
度
で
、
上
野

千
手
両
校
舎
の
移
築
が
三
十
八
年
度
と

な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
計
画
は
場
合
に

よ
る
と
変
更
さ
れ
る
か
も
し
れ
ぬ
。
こ

れ
は
、
学
ぶ
べ
き
教
室
を
工
事
の
た
め

に
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で

あ
る
。
資
金
は
特
別
会
計
で
、
こ
と
し

の
予
算
が
二
千
四
百
万
円
、
本
任
度
二
恥

百
九
十
一
坪
の
工
事
量
に
対
す
る
請
負

金
額
が
二
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
残

り
四
百
万
円
が
、
土
地
買
収
費
や
事
務

費
部
面
に
当
て
ら
れ
る
金
額
で
あ
る
。

　
統
合
に
よ
る
学
校
建
築
に
は
国
庫
の

負
担
が
あ
り
、
川
西
中
学
の
建
築
に
対

し
て
は
補
助
対
象
坪
数
を
二
百
十
九
坪

と
認
定
、
坪
単
価
が
四
万
五
干
二
百
三

十
八
円
と
し
て
、
補
助
金
五
百
万
三
千

円
が
交
付
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
o
以

上
の
よ
う
な
状
況
で
、
七
月
の
中
旬
か

ら
町
の
プ
ル
ト
聖
ザ
ー
で
整
地
が
開
始

さ
れ
、
八
月
七
日
に
地
鎮
祭
を
行
な
っ

て
工
事
の
着
工
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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融

年
・
金
腸
答
⑧

問
　
　
収
穫
の
秋
が
き
ま
し
た
の
で
、
・

　
　
保
険
料
の
前
納
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
手
続
き
の
方
法
と
、
ど

の
位
割
引
に
な
る
か
教
え
て
く
だ
さ
い

答
保
険
料
の
前
納
は
、
崔
を
単

　
　
位
と
し
て
輔
年
以
上
十
年
ま
で
の

希
望
す
る
期
間
、
あ
る
い
は
六
十
才
ま

で
の
全
期
間
分
を
ま
と
め
て
納
め
る
場

合
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
納
入
の
方
法
は
「
国
民
年
金
保
険
料

前
納
申
込
書
」
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め

申
し
込
み
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、

県
よ
り
「
納
付
書
』
が
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
そ
の
納
付
書
に
よ
っ
て
銀
行
へ

矛
四
銀
行
、
北
越
銀
行
）
に
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。
（
役
場
で
も
受
け
取
り

ま
す
）
前
納
の
申
し
込
み
に
は
、
申
込

　
　
工
事
施
工
者
の
山
田
組
も
、
鋭
意
工

　
事
の
そ
く
進
に
ま
い
進
甲
で
あ
る
が
、

　
全
国
的
の
建
築
ブ
ー
ム
で
、
こ
の
土
地

　
も
人
手
不
足
で
人
夫
が
思
う
よ
う
に
集

．
ま
ら
ず
、
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
に

　
は
連
日
夜
勤
を
し
た
よ
う
な
あ
り
さ
ま

　
で
あ
っ
た
。
現
場
に
は
高
さ
七
十
尺
の

　
工
事
用
タ
ワ
喜
が
そ
ぴ
え
、
見
張
り
、

　
資
材
倉
庫
等
が
並
ぴ
、
ま
く
板
な
ど
の

　
材
料
が
山
と
積
ま
れ
て
い
る
。
本
年
度

　
分
の
資
材
は
鉄
筋
六
十
五
ト
ン
、
セ
メ

　
ン
ト
ニ
亘
二
十
ト
ン
、
砂
利
七
百
立
方

　
メ
ー
ト
ル
、
砂
五
互
五
十
立
方
メ
ー
ト

　
ル
が
必
要
だ
そ
う
な
o
全
校
舎
と
な
る

　
と
驚
ぐ
べ
き
物
量
に
な
る
と
思
う
。

　
　
今
後
工
事
が
ず
っ
と
続
け
ら
れ
、
と

　
も
す
れ
ば
雪
季
に
は
い
っ
て
も
す
す
め

　
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、
わ
た
く
し
た
ち
の

　
中
学
校
を
建
築
す
る
工
事
に
、
町
を
あ

　
げ
て
協
力
願
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
9
謄
0

　
書
作
製
の
た
め
国
民
年
金
手
帳
お
よ
ぴ

・
印
鑑
を
持
っ
で
役
場
の
窓
口
ま
で
お
い

　
で
く
だ
さ
い
。
（
役
場
で
手
帳
を
保
管

し
て
い
る
場
合
は
印
鑑
だ
け
で
よ
い
）

　
［
．
前
納
、
割
引
額
に
つ
“
て
は
保
険
料
の

　
額
を
年
五
分
五
厘
の
利
率
に
よ
る
複
利

　
現
価
法
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

問
一
・
保
険
料
を
前
納
し
た
被
保
険
者

　
　
“
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
保
険
料

　
は
ど
う
ね
り
ま
す
か
。

答
楚
の
期
聞
保
険
料
を
前
納
し

　
　
　
そ
の
期
間
中
に
被
保
険
者
が
死
亡

　
し
た
場
合
は
、
死
亡
日
以
後
の
未
経
過

　
期
間
分
の
保
険
料
に
つ
き
還
付
さ
れ
る

　
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
o

　
　
ま
た
保
険
料
を
前
納
し
た
被
保
険
者

　
が
死
亡
の
場
合
に
限
ら
ず
、
そ
の
期
間

　
中
に
公
的
年
金
法
に
加
入
の
た
め
被
保

　
険
者
の
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
に
も
、

　
未
経
過
期
間
分
に
つ
き
還
付
さ
れ
ま
す

話
し
合
い
の
広
場

　
わ
た
く
し
た
ち
の
部
落
に
、
こ
こ
数

庄
来
の
宿
望
で
あ
っ
た
「
話
し
合
い
の

広
場
」
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

町の声
さ
る
九
月
十
三
日
夜
の
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
す
。
と
し
よ
り

や
子
ど
も
を
連
れ
た
ア
ネ
サ

ま
で
集
ま
り
、
あ
の
広
い
公

民
舘
が
い
っ
ぱ
い
で
二
重
の

輪
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
地
元
選
出
の
議
員
か
ら
町

議
会
の
報
告
を
き
い
た
あ
と
、
今
後
の

運
営
や
部
落
の
あ
り
か
た
な
ど
に
つ
い

て
夜
の
ふ
け
る
ま
で
話
し
合
い
ま
し
た

が
、
女
性
側
か
ら
も
活
発
な
発
言
が
あ

り
、
夫
婦
で
出
席
さ
れ
た
方
も
幾
粗
か

戸
籍
の
窓
か
ら

茂
長
女

藤
作
二
男

照
和
二
男

徳
一
長
男

善
欄
長
男

郡
平
三
男

嘲
雄
長
男

宏
行
長
女

義
勝
長
女

春
吉
長
女

基
長
女

作
醐
長
女

仲
司
長
男

佐
保
長
女

栄
一
二
女

あ
っ
て
と
て
も
な
ご
や
か
な
会
で
し
た

　
「
古
い
カ
ラ
か
ら
脱
皮
し
て
新
し
い

村
を
つ
く
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て

部
落
の
青
壮
年
が
立
ち
上
が
り
、
婦
人

が
協
力
し
て
実
を
結
ん
だ
こ
の
集
ま
り

は
、
つ
い
に
部
落
全
体
を
動
か
す
こ
と

に
ま
で
な
っ
た
の
で
す
。

　
次
回
は
農
繁
期
が
終
わ
っ
て
か
ら
の

予
定
で
す
。
情
報
交
換
を
兼
ね
て
部
落

内
の
動
き
を
知
り
、
家
庭
や
地
域
の
間

に
は
秘
密
が
な
く
、
や
が
て
は
協
力
欄

致
し
て
、
み
ん
な
が
村
づ
く
り
に
專
心

し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
．

　
社
会
教
育
や
政
治
の
こ
と
、
農
業
や

保
健
の
問
題
な
ど
も
と
り
あ
げ
て
い
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
o

　
　
　
　
（
新
町
新
田
　
若
山
清
子
）

田
村
　
　
正
　
　
十
九
二
二
男
　
舅
島

昇
天
ー
御
め
い
福
を
祈
る

高高小赤小仁下上上元平伊沖沖学学か
　　臼　臼　　　　　　　　　　校校に
倉倉倉谷倉田原野野町見友立立町町絢

び◎◎∩◎（ガ◎◎㊥　　　貴渡佐田田小中
顯雛雛顯碁置辺藤村只川条
金西綱山佐丸秋高　さ　之力正iチル政サ
子方　田蓼山山橋　一　作ヨニトノ吉ヨ
　　　　ミ　　カ　　　ー

占奨覆義糧轟伊鶴永木木越大
大
　
倉

越
ケ
沢

ふる．さと

坪
、
山

北
新
田
か
ら

木
島

福
島
県
か
ら

仁
田

上
新
井
か
ら

中
島
町

津
南
町
か
ら

高
橋
忠
騨
氏
に

　
　
厚
生
大
臣
賞
，

　
十
月
欄
、
二
日
に
行
な
わ

れ
た
全
国
環
境
衛
生
大
会
の

席
上
、
環
境
衛
生
推
進
功
労

者
と
し
て
、
本
町
公
衆
衛
生

推
進
委
員
会
会
長
の
高
橋
忠
欄
氏
が
噺

厚
生
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
、
全
国
で
六
十
七
名
、
本

県
で
は
三
名
の
受
賞
者
の
甲
に
選
は
れ

た
わ
け
で
す
。
同
氏
は
町
民
各
位
に
お

な
じ
み
の
と
お
り
、
あ
る
と
き
は
持
ち

前
の
健
脚
を
利
し
、
夜
間
は
自
転
車
で

還
隔
地
に
ま
で
出
向
か
い
、
町
の
公
衆

衛
生
推
進
に
町
内
く
ま
な
く
か
け
ま
わ

っ
た
、
・
そ
の
献
身
的
な
努
力
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
七
月
十
四
日
の
県
大
会
で
も

県
知
事
表
彰
を
受
賞
し
て
い
ま
す
．

ス
ポ
猛
ツ
振
興
法
と
「
ス

　
ポ
轟
ツ
の
日
」
に
つ
い
て

　
去
る
五
月
十
八
日
に
開
か
れ
た
国
会
・

は
、
長
い
間
国
民
全
部
が
願
っ
て
い
た
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
の
万
場
輔
致
で
成
立

し
た
記
念
す
べ
き
日
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
ス
ポ
量
ツ
の
振
興
に
関
す
る
施
策
の

基
本
を
明
ら
か
に
し
、
国
民
の
心
身
の

健
全
な
発
達
と
明
る
く
豊
か
な
国
民
生

活
形
成
に
寄
与
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
っ
て
意
義
の
あ
る
法
律
だ
と
よ
ろ

こ
ん
で
い
る
。
そ
し
て
毎
年
十
月
の
矛

欄
土
曜
目
を
『
ス
ポ
喜
ツ
の
日
」
と
し

て
設
け
ら
れ
た
こ
と
も
国
が
い
か
に
国

民
の
健
康
に
大
き
な
関
心
を
も
っ
て
い

る
か
が
う
か
が
わ
れ
る
．
わ
た
く
し
た

ち
も
こ
れ
を
機
会
に
常
に
自
分
の
健
康

に
注
意
し
明
る
い
生
活
を
築
く
た
め
に

み
ん
な
で
努
力
し
た
い
も
の
で
あ
る
．
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